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【方法】Hayashi ら 5)の方法に準じ、SD ラットの下腿
伸筋群に伸張性収縮を反復負荷し、DOMS モデルを作
製した。モデルラットから運動負荷筋とその支配神経か




ASICs のサブタイプを同定するため ASIC3 に着目し、
その選択的阻害薬として APETx2 を用いた。 
 
【結果】DOMS モデルでは C 線維に加え、筋 Aδ 線維
の機械感受性が有意に増大した。DOMS モデルの筋に
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